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写真に基づく大阪府からのマンボウの確かな記録
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はじめに
マンボウMola mola (Linnaeus, 1758)はマンボウ

科Molidaeマンボウ属Molaに属し，世界中の温帯・

熱帯海域に広く分布する大型のフグ目魚類である

（Sawai et al., 2017b）．日本近海において，マンボ

ウはウシマンボウMola alexandrini (Ranzani, 1834)

と混同されてきた長い歴史をもつ（例えば，

Yoshita et al., 2008；澤井，2017）．そのため，マン

ボウとして報告されてきた過去の研究の中にはウ

シマンボウの個体も含まれていた可能性があり，

改めて両種を種レベルで明確に区別し，生態的知

見を再蓄積することが求められている（松浦，

2017）．

大阪湾は瀬戸内海の最東端に位置する湾で，大

阪府，兵庫県，和歌山県が面する閉鎖性海域であ

る（公益社団法人瀬戸内海環境保全協会，2023）．

筆者が調べた限りでは，大阪湾からのマンボウ属

の記録はいくらか確認されたものの（林，1987；

前田，1991, 2003；新野，2004；水産庁瀬戸内海

漁業調整事務所，1997, 2005；鴨川シーワールド，

2010；波戸岡，2013），大阪府に属する海域から

の記録は非常に少なく（宮田・岩井，1981；相良・

小澤，2002；水産庁瀬戸内海漁業調整事務所，

2011），また大阪府産のマンボウと明確に同定で

きる記録は見つからなかった．

このたび，2010年 9月末に大阪府阪南市の西鳥

取漁港内でマンボウ 1個体の死骸が漂流していた

との情報が得られた．上述のように過去の記録は

マンボウ属の種が明確ではなかったため，ここに

大阪府産マンボウの確かな記録として報告する．

材料と方法
本研究で調査したマンボウ属 1 個体の死骸（Fig. 

1）は，2010 年 9 月 29 日に大阪府阪南市鳥取の西
鳥取漁港内（34°21′19.4″N, 135°13′48.3″E 周辺）で
漂流しているところを謝辞に記した情報提供者に
よって発見・写真撮影された．本個体は海面に浮
いていたため（Fig. 1A），直接計測されていないが，
情報提供者の目視観察により，全長 1 m 前後と推
定された．本個体の種同定は，Sawai et al. (2017b)

と澤井（2021）にしたがった． 

結果と考察
種同定　本研究で調査したマンボウ属 1 個体

（Fig. 1）は，目視による推定全長が 1 m 前後である．
全長 1 m 前後の個体はウシマンボウの頭部・下顎
下部の隆起やマンボウの舵鰭の波型が発達途上で
まだ分類形質として同定に使えない場合も考えら
れ る が（ 例 え ば，Sawai et al., 2017a, b； 澤 井，
2024a），胸鰭より後方にある体表の盛り上がった
シワは全長約 80 cm 以上の個体でマンボウとウシ
マンボウを識別する分類形質として有効である

（澤井，2021, 2024b）．
本個体には頭部や下顎下部の隆起は見られず

（Fig. 1B），写真の解像度が少し低いという点もあ
るが舵鰭縁辺部はほとんど波打っているようには
見えなかった（Fig. 1C）．一方，本個体の胸鰭よ
り後方の体表には盛り上がったシワが確認された
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ことから（Fig. 1B 赤い囲み），本個体はマンボウ
と同定された．
記録の再検討　　大阪湾は上述したように 3 府

県に面しているため，大阪湾におけるマンボウの
記録があったとしても，単純に大阪府の記録とし
て扱うことはできない．まず，大阪湾からのマン
ボウ属の記録として以下の 11 文献が見つかった：
宮 田・ 岩 井（1981）， 林（1987）， 前 田（1991, 

2003），水産庁瀬戸内海漁業調整事務所（1997, 

2005，2011），相良・小澤（2002），新野（2004），
鴨川シーワールド（2010），波戸岡（2013）．これ
らのうち，3 文献（宮田・岩井，1981；相良・小澤，
2002；水産庁瀬戸内海漁業調整事務所，2011）は

大阪府に属する海域からの記録であったが，3 文
献とも個体ごとの写真や詳細な形態的記述がな
かったため，種レベルの再同定ができなかった．

また，少なくとも 2017 年 3 月までの大阪市立
自然史博物館（波戸岡，2013；波戸岡・花崎，
2017），2024 年 10 月までのきしわだ自然資料館（き
しわだ自然資料館，私信，2024 年 10 月）には大
阪府産のマンボウ標本は保存されていなかった．
加えて，大阪湾の魚類に関する他の文献（大阪市
役所産業部，1926；花崎，2008, 2013）にもマン
ボウは載っていなかった．本研究で見逃している
文献が存在する可能性も十分にあるが，現状では
大阪府産のマンボウと明確に言える記録は確認さ
れず，本研究で調査した個体（Fig. 1）が写真に
基づく大阪府からのマンボウの確かな記録になる
と考えられた．

本個体が発見される約 4 ヶ月前の 2010 年 5 月
にも大阪湾内のバッチ網や定置網でマンボウ属は
漁獲されていたが（水産庁瀬戸内海漁業調整事務
所，2011），大阪湾でのマンボウ属の漁獲は稀で
あり，一般的に春季（4–6 月）に漁獲される傾向
がある（宮田・岩井，1981；前田，1991, 2003；
相良・小澤，2002；新野，2004；水産庁瀬戸内海
漁 業 調 整 事 務 所，2005； 鴨 川 シ ー ワ ー ル ド，
2010）．水産庁瀬戸内海漁業調整事務所（1997）
では，大阪湾へのマンボウ属の来遊が 5–8 月の間
にあったと書かれているが，おそらくこれも春季
の来遊であったものと推察される．一方，大阪湾
に隣接する播磨灘では，初夏から晩秋にかけてマ
ンボウ属が稀に出現することが知られていること
から（鴨川シーワールド，2010；増田，2018），
本個体が 9 月末に大阪府近海に出現したことは十
分に起こり得る現象として支持される．
死亡要因の推察　大阪湾に出現するマンボウ属

は迷い込み種とされ（林，1987），本個体がいつ
どこで人為的または自然的に死亡したのかは不明
である．人為的要因としては，漁獲後に船上で死
亡して海に戻された可能性が考えられるが，本個
体は比較的新鮮な状態に見えることから（Fig. 1），
おそらくその場合でも発見日・発見場所に近い時
と場所で漁獲・投棄されたものと推察する．

Fig. 1. An individual of Mola mola (around 1 m estimated total 
length) was found dead and afloat in Nishi-Tottori fishing port 
(around 34°21′19.4″N, 135°13′48.3″E), Tottori, Hannan City, 
Osaka Prefecture, Japan, on 29 September 2010. A: discovery 
site. B: full body. C: ventral part of body. Red enclosure: 
diagnostic character for the species (raised skin wrinkles on the 
body) provided by Sawai (2021). Photographed by Gasaoyaji.
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自然的要因としては，2010 年 9 月における大
阪湾は，表層や底層の水温が平年より非常に高
かったこと（例えば，2010 年 9 月 6 日に泉南郡岬
町淡輪では表層水温 31 °C，底層水温 29 °C を記録）
が 1 つ注目される（水産庁瀬戸内海漁業調整事務
所，2011）．一般的なマンボウの出現海面水温範
囲は 11–25 °C であるが好適水温は 16 °C 以上から
20 °C 未満であり（例えば，澤井ほか，2011；澤井，
2021），本個体が発見された現場はマンボウが好
む水温環境より高かった可能性がある．また，大
阪湾の平均水深は 30. 4 m であり，本個体の発見
現場周辺は水深 20 m 以浅であったことを考える
と（公益社団法人瀬戸内海環境保全協会，2023），
外洋から大阪府近海に迷入後，深く潜水して体を
冷やすことができず，高水温環境下に長時間滞在
したことで弱体化または死亡した可能性が考えら
れる．

加えて，夏季の大阪湾は湾奥部などで魚介類を
へい死させる赤潮や貧酸素水塊が発生することが
知られている（例えば，水産庁瀬戸内海漁業調整
事務所，2011；公益社団法人瀬戸内海環境保全協
会，2023）．2010 年 9 月における大阪湾では各地
で魚類が水面に浮上する現象が報告されており

（水産庁瀬戸内海漁業調整事務所，2011），これは
局所的に発生した貧酸素水塊を避けるための行動
であった可能性がある．本個体が発見された現場
でも様々な魚類が海面に浮いて死亡していたこと
が情報提供者によって確認されており，外洋から
大阪府近海に迷入してきた本個体が高水温や貧酸
素などの大きな環境変化の影響を受けて死に至っ
た可能性は十分に考えられる．マンボウが大阪府
近海に迷入して来る詳細な理由を明らかにするた
めにも，さらなる情報収集が必要である．
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